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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2002年 10月 19日(土)放送内容資料

クアラルンプールとシンガポールで考える

－「東アジア経済会議」と「日本アセアン経済会議」に参加して－

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。

開倫塾の林明夫です。

２．今朝も開倫塾の時間を聞いて頂いて有難うございます。

6 日から 8 日まで、マレーシアのクアラルンプールの国際会議に参加させて頂きました。どんな

会議かと申しますと、毎年冬に、スイスのダボス で、「ワールドエコノミックフォーラム」(World

Economic Forum)日本語で「世界経営会議」がありますが、その東アジア版です。イーストアジア

エコノミックサミット（East Asia Economic Summit）といいまして、「東アジア経済会議」と日本語

では訳されています。400 名くらいの会議で、日本からは 10 数名の方が参加されました。私は今

年の 2月から、東京の経済同友会の会員にならせて頂いております。東京の経済同友会自体が、ワ

ールドエコノミックフォーラムのメンバーということで、出席させて頂きました。非常に有難かっ

たです。

３．初日の 10 月 6 日日曜日に、昼頃から日本に関する会議があり、竹中平祐経済大蔵大臣が来て演

説をしました。これからのキーワードは「アンサータンティ」(Uncertainty)つまり「不確かさ」「不

確実性」だといいましたら、会場にいた皆さんがびっくりして、「そんなことでは困る、あなたの

竹中さんの肩には日本経済のみならず、東アジア経済、世界経済の行方、将来がかかっている。だ

から頑張って財政運営して下さい。」と励ましておられました。「皆さん意見があったら言って下

さい」とおっしゃられたので、たまたま私は隣のテーブルにおりましたので、自分の名刺のうらに 3

枚分、いろいろなこと、この放送でもお話させていただいたことを書かせて頂きました。終わった

後、竹中さんと 10分ほど、このようなことをお願いしますといった内容でお頼みしました。

４．具体的には、民営化を促進するのであれば、民営化の専門家を養成してもらいたい。民営化の担

当者、特殊法人の新しい経営者には、できれば民間から登用してもらいたい。今度、郵政省は生田

さんという、商船三井出身の方が出られますので、民営化のために、同じような方を社長に据えて

ほしい。役人の方がいくら経営しようと思っても経営したことがないので、すべて失敗してしまっ

て、いくら補助金をつぎ込んでも赤字になってしまって、最終的には破産をしてしまうのはもった

いないことだ。税金の無駄遣いであるから、くれぐれも役人の天下った方を民営化のための社長に

しないようにお願いしました。
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５．それからＭＢＡコース、経営者にとっての経営専門大学院を日本国中 3000 の市町村全部に国立

県立、どんな形でも国が支援をして規制を緩和してＭＢＡコースを作ってください。なぜかといい

ますと、日本の企業の 7割から 8割が赤字企業です。経済の構造改革というのは、私の考えですが、

７～８割の赤字企業である現状を 5割以上が黒字企業の状態にすれば経済は立ち直る訳です。その

ためには経営者は経営能力を身に付けなければならない。そのために、経営者の経営能力を付けら

れるような、経営専門大学院を国立、県立、市立で作ることを奨励してください。3000 の市町村

の中で小学校、中学校、高等学校はじめ、いろいろなところの空いている教室や、空いているショ

ッピングセンターなどの遊休不動産を使って作ってくださいとお頼みしました。竹中さんも「その

とおり、ただなかなか実現はね・・・」とおっしゃっていました。説明はさせて頂きましたので、

頭の中には入ったと思います。もしかして実現してくださるかもしれません。直接お願いすること

ができましたので、皆さんにもご報告させていただきます。竹中さんも 50 歳前後の方ですが、本

当に日本経済、東アジア経済、それから世界経済行方を左右する人ということで、非常に大事なポ

ジションですので、活躍していただきたいと思います。

６．こんな形で東アジアの 400 名があつまり、マハティール首相とか、ゴートクチョン、シンガポー

ル首相も 1時間演説をしていました。大臣の方々がぞろぞろ参加しているような会議に出席させて

いただき、私も勉強させていただき有難かったと思います。

７．３時間の会議が終わってから、日本アセアン経営者会議がシンガポールで 3日間ありました。日

本とアセアンの経済交流をどのようにしたらいいか。特に自由貿易協定(ATF)と日本とアセアンの

間で締結(Japan ASEAN Business Meeting)どのように促進していったらいいか。フィリピンの方か

ら日本の福祉の担当者として、フィリピンから介護福祉の専門家、看護婦など、たくさん有資格者

がいるので、ぜひ日本で働かせてほしい。という要望が私によせられました。

また、学校教育関係の仕事なら日本の学校の日本語以外の先生として、アジアの中で英語で授業

ができる有資格者がたくさんいますから、ぜひ日本の先生として採用してほしいとインドネシアの

方から言われました。ほかの方からもたくさん、東南アジアの方を日本の英語の先生として、また

は数学、理科、体育の先生として採用してほしいと山ほど言われました。そのような考えもあるの

かなと非常に力強く思いました。

８．先週、クアラルンプールに 3日間、シンガポールに 3日間の国際会議、ひとつは東アジア経済会

議、もうひとつは日本アセアン経営者会議という大事な会議に東京の経済同友会の代表として参加

させていただきましたので、以上ご報告させていただきます。

９．くれぐれも、前の車に追突しないように、車を運転中の方は車間距離を十分離して運転してくだ

さい。お願い致します。


